
株主メモ
事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

公 告 方 法

株主名簿管理人

郵 便 物 送 付 先

（ 電 話 照 会 先 ）

毎年 4月 1日から翌年 3月 31日まで
毎年 6月
・定時株主総会　3月 31日
・期末配当　　　3月 31日
電子公告により行います。
　 当社のホームページに掲載
　https://www.utoc.co.jp/
事故、その他やむを得ない事由によりホームページに掲載
できない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

東京都千代田区丸の内一丁目 4番１号
三井住友信託銀行株式会社
〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目 8番 4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
　  0120-782-031

https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申し出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。
　なお、証券会社に口座がない株主様は、当社が開設した特別口座の
口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

未払配当金の支払いについて
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

 〒231-0007
神奈川県横浜市中区弁天通六丁目 85番地 
TEL：045-201-6931 
証券コード　9358 
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株主の皆様へ

2021年 11月

代表取締役社長

企業理念
１．顧客のニーズと時代の要請に沿った高品質なサービスの提供を通じ社会に貢献し、企業価値の向上を目指します。
２．社会規範と企業倫理に則った透明性の高い経営を行い、チャレンジ精神豊かな人間性を尊ぶ企業を目指します。
３．全ての事業領域での安全確保の徹底と環境保全に努めます。

　株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り厚くお礼申しあげます。
　また、このたびの新型コロナウイルスの感染拡大により罹患された方々および
影響を受けられている皆様には心よりお見舞い申しあげますとともに、一日も 
早いご回復をお祈りいたします。
　ここに当社第 155 期第２四半期における取組みおよび成果についてご報告 
申しあげますとともに、今後の見通しについてご説明申しあげます。

当第2四半期連結累計期間（2021年 4月1日から9月30日まで）の
営業概況はいかがでしたかQ
　当社グループを取り巻く事業環境は、世界的なコン
テナ需給のひっ迫等により、京浜港コンテナターミナル 
（東京港・横浜港）では、配船スケジュールが乱れる
等の影響が出たものの、建設機械の輸出については 
回復傾向が見られ、また、一般貨物トラックの輸送量も 
回復の途上にあります。その他、橋梁工事では老朽化に 
よる更新需要が堅調に推移しました。このような経営
環境の中、当社グループは新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策を講じながら、物流やインフラを担う 

社会的責任の観点から港湾、プラント・物流の幅広い
フィールドで「モノを動かす」サービスの提供を継続した
結果、営業収入は254億30百万円(前年同期比9.1％
増 )、営業利益は10 億 97百万円 ( 前年同期は営業 
損失 36百万円 )、経常利益は12億 38百万円 ( 前年
同期は99百万円 )、親会社株主に帰属する四半期純
利益は9億 29百万円 ( 前年同期は親会社株主に帰属
する四半期純損失1億4百万円 )と、前年同期に比べ
増収増益となりました。

A

　新型コロナウイルス感染症拡大による経済への影響
が続く中、ワクチン接種の拡大等により徐々に経済活
動の再開の動きも見られておりますが、収束の時期の
予測は困難であり、将来見通しは不透明な状況が続い
ております。

　これらの状況を考慮し、連結業績予想につきまして
は、2021年４月30日に「2021年３月期 決算短信」
で公表いたしました通期の連結業績予想を据え置く 
ことといたしました。

通期の見通しはいかがですかQ
A

　当社グループは、国内における新型コロナウイルス 
変異株出現などによる感染の再拡大を受け、9 月 
より独自に「宇徳緊急対応宣言」を発出し、職場内に 
おける感染防止対策の徹底をしながら、オペレー 
ションの継続に努めております。
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響は依然として 

残るものと予想されますが、当社グループは港湾、 
プラント・物流のフィールドで提供する「モノを動かす」
サービスにさらなる磨きをかけ、社会に貢献してまい
る所存でございます。
　株主の皆様におかれましては、何卒一層のご支援と
ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

株主の皆様へメッセージをお願いいたしますQ
A

2021 Apr.-
2021 Sep.
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（単位：百万円）
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第155期 第2四半期ハイライト
営 業 収 入
経 常 利 益
親会社株主に帰属する四半期純利益
1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益

254 億 30 百万円
12 億 38 百万円

9 億 29 百万円
21 円 48 銭

前年同期比		  9.1％
前年同期比		  —
前年同期比		    —
前年同期比		   —

第2四半期財務諸表（連結）

連結貸借対照表（要旨）

科　目
期　別

⃝資  産  の  部	

流動資産

現金及び預金

受取手形及び営業未収入金

受取手形、営業未収入金及び

その他

貸倒引当金

固定資産

（有形固定資産）

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土地

その他

（無形固定資産）

（投資その他の資産）

投資有価証券
　
その他

貸倒引当金

資産合計

科　目
期　別

⃝負  債  の  部

流動負債

支払手形及び営業未払金

短期借入金

1年内返済予定の長期借入金

その他

固定負債

退職給付に係る負債

その他

       負債合計

⃝純 資 産 の 部

株主資本

資本金

資本剰余金

利益剰余金

自己株式

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

為替換算調整勘定

退職給付に係る調整累計額

非支配株主持分

       純資産合計

   負債及び純資産合計

（単位：百万円）
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当第2四半期
累計期間

2021 年 4 月  1  日から
2021 年 9 月 30日まで

連結損益計算書（要旨） 連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

科　目
期　別

科　目
期　別

営業収入

営業支出

営業総利益

業務費及び一般管理費

営業利益又は営業損失（△）

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前
四半期（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

四半期（当期）純利益又は 
四半期純損失（△）

親会社株主に帰属する 
四半期（当期）純利益  
又は親会社株主に帰属する 
四半期純損失（△）

48,722

40,308

8,414

7,959

454

255

35

674

755

229

1,200

420

△　  42

823

823

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に
係る換算差額

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少）

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（単位：百万円） （単位：百万円）

25,430

20,344

5,085

3,988

1,097

156

15

1,238

117

36

1,320

312

78

929

929

23,308

19,499

3,808

3,844

△　  36

146

11

99

73

143

29

205

△　  72

△　104

△　104

3,334

△  2,885

△ 346

49

152

2,512

2,665

470

517

△ 603

△　  83

300

3,417

3,717

620

△　791

△　667

△  　66

△　904

3,417

2,512

セグメント別概況（連結）

在来船関連は、部品供給問題により一部の完成車出荷に影響がありま
したが、コロナ禍により減少していた完成車および建設機械の取扱
量が大幅に回復、コンテナ船スペース不足に伴う取扱貨物増も相俟っ
て、在来船関連全体は増益となりました。コンテナターミナル関連
は取扱量が減少しましたが、作業効率の改善により損益は前期並み
となりました。以上のことから、事業全体では増収増益となりました。

国内プラント工事は、発電所関連作業が減少したことにより減
収となりましたが、昨年度は、工事損失引当金を計上したため、 
減収増益となりました。海外プラント工事は、プラント建設工事
や石化プラント定修工事等の実績を積み上げ、増収増益となりま
した。また、物流ではコロナ禍の影響を大きく受けていた一般 
輸出入貨物輸送が回復しはじめ、順調に取扱いを伸ばしたほか、
物流倉庫においても主要顧客の取扱量が堅調に推移し、検品や 
配送等の付帯作業が増加しました。また過年度に貸倒引当金を計
上した債権の回収が進んだことも損益の改善要因となりました。
以上のことから、事業全体では増収増益となりました。

営業収入
97 億円

経常利益
10 億 36 百万円

港湾事業

営業収入
156 億 21 百万円

経常利益
1 億 31 百万円

その他 自社ビル等不動産の賃貸等があります。

セグメント別営業収入 セグメント別経常損益
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2021 年 9 月 30日まで

前第2四半期
累計期間

2020年4月  1  日から
2020年 9月30日まで
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累計期間

2020年4月  1  日から
2020年 9月30日まで

 前 期
2020年 4月  1  日から
2021年 3月31日まで

 前 期
2020年 4月  1  日から
2021年 3月31日まで
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　４月、当社は㈱商船三井のターミナルオペレーターとして、横
浜国際コンテナターミナルから南本牧ふ頭コンテナターミナ
ル（以下、南本牧）に移転を完了いたしました。
　南本牧は、増大するコンテナ取扱量や世界最大級のコンテ
ナ船にも対応できる水深16～18m、総延長1,600mの高規
格ターミナルとなっており、当社を含む元請 5社による一体
運営を行っております。
　４月16日夜間、南本牧での荷役における第1船目 ACX 
DIAMONDが煌々とした荷役機器の灯りの中入港し、緊張
感が漂う中で荷役が行われ、作業は無事に終了いたしました。
　これから、横浜港の新たな歴史を刻むべく、南本牧で同業
他社と協力し合い、より安全で効率の良いターミナル運営を
目指してまいります。

　南本牧では、トランスファークレーン（以下、RTG）２台を導入いたしました。
　本機は、メーカーの工場がある大分県から南本牧までの輸送を国際物流営業部 
重量物輸送チームの協力を得て実施し、７月 10日に水切作業を終え、26日よ
り稼働を開始いたしました。RTGは、最新鋭の運転アシストシステムを搭載し、
走行路障害物センサー、各部へ多数のカメラを装備し安全性能にこだわりつつ、
高効率な荷役作業が可能となっております。
　また、８月24日には当社同様にRTGを導入した㈱ダイトーコーポレーション 
をはじめ関係者一同で新しい RTGが無事故無災害で活躍することを祈願いた
しました。

　４月、当社はレール削正車３両の大黒ふ頭内の陸上輸送および内航船積み荷役、石狩 
新港への海上輸送と揚げ荷役を実施いたしました。
　本作業は当初、大黒 T-3バースにて他社による内航船積み荷役を行う計画をしておりま
したが、車体最低地上高が15cmであり荷役が難しいことから、荷主との協議を経て、 
大黒 T-3バースより当社専有バースである大黒 L-5バースへ陸上輸送を行い、当社が 
２台のクレーンを用いて積み荷役を実施する計画に変更いたしました。
　レール削正車は、１両あたり最大長さ約 15m、幅約３m、高さ約４m、重量約54tに 
なります。大黒 L-5バースでの積み荷役では、数cm単位での調整を要し、繊細な作業が
求められましたが、当社がこれまで培ってきた技術力を発揮し、作業は無事終了いたし 
ました。
　また、石狩新港での揚げ荷役は、朝から風速15m/sの風とみぞれが降り、コンディション 
が優れない状況下での作業となりましたが、全貨物を揚げることができ、計画通りに輸送
を完遂いたしました。
　今後も港湾保有施設と設備を有効に使い、お客様のニーズにあった輸送の提案が行える
よう、さらに経験を重ねてまいります。

　当社は現在、横浜市中区海岸通の所有地に新社屋の建設を計画しております。
　建設予定地は、みなとみらい線「馬車道駅」から徒歩3分の万国橋通り沿いに位置して
おり、新港地区を見渡すことができます。今後、周辺での大規模な開発が計画されており、
変化が期待できるエリアです。
　2022年10月に着工し、2024年２月竣工、同年４月より新社屋での営業開始を予定し
ております。

横浜国際コンテナターミナルから
南本牧ふ頭コンテナターミナルに移転完了

トランスファークレーン２台を新たに導入

レール削正車の陸上輸送・積み荷役・海上輸送・
揚げ荷役を完遂

新社屋建設を計画
大黒ふ頭大黒ふ頭

本牧ふ頭本牧ふ頭

南本牧ふ頭南本牧ふ頭

MC4
MC3

中央管理棟

MC2
MC1

中区

磯子区

南本牧ふ頭
コンテナターミナル

横浜国際コンテナ
ターミナル

D-5

山下ふ頭山下ふ頭

首
都
高
速
湾
岸
線

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

西区

南本牧での接岸風景

大黒L-5バースにて積み荷役

稼働前のRTG

大黒T-3バースから大黒L-5バースまで陸上輸送

レール削正車　�走行しながらレールの表面を削る保守用車両

新港地区　��みなとみらい 21中央地区と関内地区との結節点に位置する、「島」としての独自の領域性を持つ近代港湾の発祥の地であり、赤レンガ倉庫をはじめとした歴史的資産や港が眺められるエリア

外観イメージ図
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（2021年 9月30日現在）会社の概況
商 号
本社所在地
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
主要な事業内容

役 員

株式会社宇徳
神奈川県横浜市中区弁天通六丁目 85番地
1890年（明治 23年）3月 1日
1915年（大正 4年）12月 8日
21億 5,530 万円
1,657 名（連結）
港湾運送事業、海上運送事業、
一般貨物自動車運送事業、貨物利用運送事業、
倉庫業、通関業、建設業、不動産業

代 表 取 締 役 社 長
代 表 取 締 役 専 務
代 表 取 締 役 専 務
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

田 邊　	 昌 宏
小 川 　 宏
廉 岡 　 卓
佐 々 木 	 敏 幸
鍋 田	 康 久
赤 羽	 正 光
片 野	 英 明
上 田 　 裕
戸 石 　 尚
石 川	 敬 一 郎
中 井 　 元
田 中	 庸 介
髙 松	 泰 則
飯 田	 知 己
津 田	 昌 明
武 田	 俊 明
河 合	 千 尋

※ 1

※ 1

※ 2

※ 2

宇 徳 グ ル ー プ   19 社
　宇徳ロジスティクス㈱　宇徳流通サービス㈱　九州宇徳㈱
　宇徳通運㈱　宇徳プラントサービス㈱　宇徳港運㈱
　宇徳トランスネット㈱　ターミナル・エンジニアリング㈱
　宇徳ターミナルサービス㈱　㈱宇徳ビジネスサポート
　アジアカーゴサービス㈱
　UTOC AMERICA,INC.　ASIA UTOC PTE.LTD.
　UTOC(THAILAND)CO.,LTD.　宇徳物流（天津）有限公司
　UTOC MULTIPACK MYANMAR CO., LTD.
　UTOC ENGINEERING PTE.LTD.
　UTOC PLANT CONSTRUCTION SDN.BHD.
　UTOC ENGINEERING & MAINTENANCE SDN.BHD.

（注）  ※1は、社外取締役であります。 ※2は、社外監査役であります。

V字形に崩壊した黄瀬川大橋

スーパーテーブルリフト
　スーパーキャリアとの連動による橋梁の架設・撤
去用に開発されたジャッキ装置。１台あたり250tの
昇降能力を有し、最大2.2ｍのストロークで多種多
様な作業が可能です。

スーパーキャリア
　重量物輸送に最適な特殊車両。３～５軸車を 
組み合わせた編成、全車の一括オペレーションに 
よる同調運転、全方向への進行可能など、さまざま
な特長を活かしてあらゆる形状の重量物輸送を可能
にしています。

機材紹介

　９月14日、当社は岡山県の国道２号 大樋橋西高架橋工事を実施いたし 
ました。
　本工事は、渋滞解消を目的に国道２号岡山バイパスのうち、岡山県南区 
古新田～大福地先における交差点立体化を行う工事です。
　当社は、全長約64m、幅約18ｍ、重量約670tの橋脚付き箱桁を当社保有の
多軸台車「スーパーキャリア」２列編成に積載し、昇降ジャッキ「スーパーテー
ブルリフト」にてリフトアップした状態で約90ｍ輸送しました。
　橋脚付きの箱桁を基礎部分に固定し、輸送・架設を行う難易度の高い工事
でしたが、当社の熟練した技術を活かし、工事は無事完工いたしました。

　８月、当社は黄瀬川大橋の災害復旧工事を実施いたしました。
　沼津市と清水町に架かる黄瀬川大橋は、７月に発生した東海
地区の記録的な大雨により、橋脚４基のうち１基が損傷し、全長 
83ｍある橋の西側34ｍ部分がＶ字形に崩壊しておりました。
　当社の施工内容は、旧橋梁の撤去および応急桁の輸送となり、
「８月31日に仮橋で開通させること」を目標に準備を進めてまい
りました。当社は８月３日より旧橋梁の８分割された歩道部およ
び車道部を当社保有の多軸台車「スーパーキャリア」５軸タイプ

２台の上に積載し、仮置ヤードまで輸送。23日より仮置ヤードで
地組みした４分割の応急桁をスーパーキャリア５軸タイプ４台
に積載し、26日の昼夜で輸送作業を完了させました。大型クレー
ンで架設された応急桁は、30日までに付随工事を終え、31日に
無事開通いたしました。
　今後も、社会や暮らしを支えるため、さらなる技術力の向上を
目指してまいります。

箱桁を２列編成で輸送する様子

応急桁輸送の様子

三島駅

大岡駅

沼津駅

御殿
場線

東海
道本
線

東海道新幹線

380

145

1

黄瀬川
大橋

黄瀬川大橋 災害復旧工事を実施

国道２号 大樋橋西高架橋工事を完工


